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第 二 章 観 想 すべ き み 顔

福音のあかし

17キリストのみ顔の観想は、聖書が彼について語るところから霊感を受けることにほかな

りません。聖書は、最初から最後までキリストの秘儀の啓示で貫かれていますb旧約聖

書には暗示的に、新約聖書には明示的に余すところなく啓示されていますb聖ヒエロニ

ムスが「聖書を知らないことは、キリストを知らないことである」と言っている通りで

す6聖書にしっかりと根を下ろしたうえで、聖霊の働きに自らを開くのです（ヨハネ

15:26参照)。

聖霊は、聖書の原点であるとともに、使徒たちのあかしにおいても働いたのです（ヨハ

ネ15:27参照)。

彼らは、命のことばであるキリストの生きた体験をしました。キリストを自分たちの目

で見、耳で聞き、手で触れた（一ヨハネ1:1参照）のですも

使徒たちを通してわたしたちに伝えられたものは、確かな史料によって裏付けられた信

仰のビジョンを成します6

「わがテレーズ愛の成長」マリー・エウジェンヌ

B信頼と霊における貧しさ

無限の愛の招きにどのように応え、その働きにどのように身をゆだねるのだろうか。

・・・神の愛は、単なる一時的な信仰の行為によっては満たされ談 私たちが神の働きか

けに常に開かれていることを要求する。この心構えこそ、信頼、愛に満ちた信仰、さら

に、愛する神に、愛をこめて自己を完全に渡す委託である。

従って、愛のこもった信頼と委託が、テレーズの霊性の根本的特性となる。

．．。幼いイエスのテレーズはためらうことなく答えた。

「それは、霊的幼子の道、信頼とまつたき委託の道ですb」

こころよ

「イエス様は、この神聖なかまどに行くただ一つの道を、快く示してくださいました。

その道とは､御父の腕の中に､何の恐れもなくまどろむ幼子の義名ですb」
関連個所：マタイ15:28、マルコ5:25-34、へプライ11:6．
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